
十
月
十
五
日

(
土)

、
青
森
市

の
県
民
福
祉
プ
ラ
ザ
・
県
民
ホ
ー

ル
に
お
い
て
青
森
県
、
青
森
県
社

会
福
祉
協
議
会
な
ど
が
主
催
す
る

｢

青
森
県
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
つ
ど

い｣

が
開
催
さ
れ
、
風
間
浦
中
学

校
が
青
森
県
ふ
れ
あ
い
活
動
功
労

者
知
事
表
彰

(

学
校
の
部)

を
受

賞
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
風
中
生
徒
を
代
表
し

て
生
徒
会
長
の
五
十
洲
卓(

た
く)

君
が
贈
呈
式
に
出
席
し
、
表
彰
状

を
受
け
取
り
ま
し
た
。

こ
の
表
彰
は
、
県
民
の
福
祉
活

動
に
対
す
る
関
心
を
高
め
る
と
と

も
に
、
地
域
に
お
け
る
住
民
参
加

に
よ
る
福
祉
活
動
の
高
揚
を
目
的

と
し
、
福
祉
分
野
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
る

個
人
、
団
体
、
学
校
等
に
対
し
、

授
与
さ
れ
る
も
の
で
す
。

風
間
浦
中
学
校
は
、
平
成
七
年

度
か
ら
三
年
間
、
青
森
県
社
会
福

祉
協
議
会
よ
り

｢

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

推
進
校｣

と
し
て
指
定
さ
れ
、
平

成
十
年
度
か
ら
は
、
村
社
協
指
定

校
と
し
て
、
地
域
の
高
齢
者
と
の

交
流
な
ど
、
継
続
し
て
地
域
福
祉

活
動
を
行
っ
て
き
た
実
績
が
認
め

ら
れ
、
今
回
の
受
賞
と
な
り
ま
し

た
。
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○
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
と
の
交
流

活
動

・
体
育
祭
、
文
化
祭
等
の
学
校
行

事
招
待

・
暑
中
見
舞
、
年
賀
状
、
ク
リ
ス

マ
ス
カ
ー
ド
送
付

○
使
用
済
み
切
手
、
テ
レ
ホ
ン
カ
ー

ド
、
ア
ル
ミ
缶
収
集

○
緑
の
募
金
、
赤
い
羽
根
共
同
募

金
運
動
協
力

○
社
協
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
忘

年
会
協
力

○
介
護
サ
ー
ビ
ス
就
業
体
験

こ
の
ほ
ど
、
老
人
ク
ラ
ブ
易
国

間
長
寿
会(

佐
々
木
久
次
郎
会
長)

で
は
、
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
、

青
森
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
が
提

唱
す
る

｢

全
国
一
斉
社
会
奉
仕
の

日｣

事
業
の
一
環
と
し
て
、
奉
仕

活
動
を
行
い
ま
し
た
。

九
月
三
十
日

(

金)

、
長
寿
会

員
十
一
名
が
集
合
し
、
易
国
間
小

学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
草
取
り
作
業

を
行
い
ま
し
た
。

佐
々
木
会
長
は
、｢

会
員
の
高

齢
化
に
よ
っ
て
、
年
々
奉
仕
活
動

参
加
者
も
少
な
く
な
っ
て
い
る
が
、

今
年
も
実
施
で
き
て
良
か
っ
た
。｣

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
十
月
四
日(

火)

に
は
、

反
省
会
を
兼
ね
て
、
健
康
増
進
事

業
の

｢

桑
畑
温
泉
入
浴｣

を
実
施

し
ま
し
た
。

十
一
月
十
七
日

(

木)

、
易
国

間
小
学
校
三
学
年
児
童
九
名
が

｢

げ
ん
き
か
ん｣

を
訪
れ
、
施
設

の
役
割
や
機
能
な
ど
に
つ
い
て
学

ん
だ
ほ
か
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
利
用

者
の
方
々
と
一
緒
に
歌
や
踊
り
、

ゲ
ー
ム
な
ど
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
を
通
じ
て
交
流
し
ま
し
た
。

児
童
ら
は
、
施
設
内
の
特
殊
浴

槽
や
身
体
障
害
者
用
ト
イ
レ
な
ど

の
設
備
を
見
学
し
、｢

誰
で
も
、

こ
の
施
設
を
利
用
し
て
も
い
い
の

で
す
か｣

、｢

仕
事
を
し
て
い
て
嬉

し
い
こ
と
や
苦
労
す
る
こ
と
は｣

な
ど
、
た
く
さ
ん
の
質
問
を
し
て

く
れ
ま
し
た
。

◎

｢

げ
ん
き
か
ん｣

は
、
児
童
教

育
に
お
い
て
も
、
貴
重
な
地
域

内
の
社
会
資
源
で
す
。
ぜ
ひ
、

今
後
も
活
用
し
て
下
さ
い
。

こ
の
ほ
ど
、
次
の
方
々
か
ら

｢

地
域
の
福
祉
向
上
の
た
め
に
役

立
て
て
下
さ
い
。｣

と
、
寄
附
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

・
三
遊
亭

大

楽

様

・
八

戸

實

様

・
坂

本

み
つ
よ

様

・
川

嶋

末

様

・
能

渡

テ
イ
子

様

(

受
付
順)

皆
様
の
善
意
に
対
し
、
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

な
お
、
い
た
だ
い
た
寄
附
金
は
、

年
度
末
に

｢

福
祉
基
金｣

と
し
て

積
み
立
て
、
必
要
に
応
じ
て
理
事

会
、
評
議
員
会
承
認
の
も
と
定
め

ら
れ
た
福
祉
事
業
に
使
用
し
ま
す
。
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